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家兎札品体摘出術後前房内インターロイキン1 βの定量

横 山 利 幸

願 人ヤ欹人学医学部很科学教室
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要  約

家兎水晶体摘出術後, 一部後房眼内レンズ(10L) を挿入し, 抗ウサギ組換えインターロイキン1 β(rIL-1β)

抗体を用いたenzyme linked immunosorbent assay (ELISA) 法にて前房水中のインターロイキン1 β(IL-

1β)量をBradford 法にて蛋白濃度を測定した. 加えて走査電顕及び抗rIL-1 β抗体を用いた酵素抗体法にて

10L 付着細胞の検索を行った. 前房水中IL-1 βは10L 挿入眼では3 日後10.79 ±4.67 ng/ml, 7 日後

10.12±3.96 ng/ml, 非挿入眼では7 日後3.94 ±0.86 ng/ml と有意に10L 挿入眼で高値を示した(pCO.Ol).

また1 ヵ月後の値は各個体により大きく異なった. 前房水中総蛋白濃度は術後7 日(IOL 挿入眼:29.7 ±11.7

mg/ml, 非挿入眼8.58 ±6.90 mg/  ml, p<0.05), 1 ヵ月(IOL 挿入眼:8.30 ±1.21 mg/ml, 非挿入眼2.10 ±

0.309 nig/ml, p<0.001) とも有意に10L 挿入眼で高かった. 走査電顕上, IOL 付着細胞として小円形細胞,

紡錘形細胞, 巨細胞が認められ酵素抗体法による染色でいずれもIL-1 β陽性であった. IL-1 βは水晶体摘出

術後, 特に10L 挿入眼の術後炎症に関与している可能性が示唆された.( 日眼会誌 96 : 67-73, 1992)

キーワード:IL-1 β, ELISA, 房水, 水晶体摘出, 眼内レンズ

Interleukin-1 βin the Aqueous Humor in Aphakic and

Pseudophakic Eyes of Rabbits
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Λbstract

The amounts of interleukin-1 β(IL-1 β)(by enzyme linked immunosorbent assay (ELISA)  using

anti・rabbit recombinant IL-1 β(rIL-1 β) antibody)  and total protein content (by Bradford's method)

were assayed in the aphakic and pseudophakic aqueous humor in 24 eyes of 16 rabbits. Posterior

chamber intraocular lenses were e χamined scanning electron microscopically and immunohisto ・

chemically. The amount of detected IL-1 βwas 10.79 ±4.67 ng/ml (mean 土SD)in the pseudophakic eyes

3 days postoperatively, 10.12 ±3.96 ng/ml in the pseudophakic eyes and 3.94 ±0.86 ng/ml in the aphakic

eyes 7 days postoperatively. A significantly higher amounts (p<0.001)of IL-1 βwere detected in the

pseudophakic eyes compared with the aphakic eyes at 7 days postoperatively. The amount of IL-1 β

varied in each rabbit l month postoperatively. In total protein content in the aqueous humor,

pseudophakic eyes showed significantly higher compared with the aphakic eyes at 7 days (pseudopha-

kic eyes : 29.7±11.7 mg/ml, aphakic eyes : 8.58 ±6.90 mg/ml, p<0.05)  and  1 month  (pseudophakic eyes :

8.30±1.21 mg/ml, aphakic eyes : 2.10 ±0.309 mg/ml, p  < 0.001) postoperative. Scanning electron
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microscopic study showed that small round cells, spindle ・shaped cells and giant cells could be observed

on the surface of intraocular lenses. All of these types of cells showed positive staining of IL-1 β

immunohistochemically.  These results suggest that IL-1 βmight be an inflammatory mediator in eyes

with lens e χtraction, especially pseudophakic eyes. (Acta Soc Ophthalmo 冂pn 96 : 67-73, 1992)

Key words : IL-1 β, ELISA,  Aqueous humor, Lens e χtraction, Intraocular lens

I 緒  言

白内障 術後, 特 に眼内 レ ン ズ( 以 下10L) 挿 入眼に

お いて はフ ィブ リン反応 や, 遅延 性虹彩 炎 など, 特殊

な 炎症 が引 き起こ さ れるこ とがあ るが, そ の原因 は明

ら かでは ない1)气 また10L 挿 入 に対す る生 体反応 とし

て は, 病 理学的 に 眼内レ ン ズ上 への マク ロフ ァ ージや

巨 細胞等 の付 着が示 さ れてい る が, こ れら の細胞 の機

能 につ いて も 不明 な点 が 多い3) 气̃ 種 々の 炎症 に対 し

て, マ クロ ファ ージや 他の 免疫系 細胞 から 産生 され る

サ イト カイ ンは多 様な生 物活 性を 有し, 炎 症を 修飾す

る因 子 として 重要で あ るが, 眼内 炎症 に関し て もそ の

関与 が示 唆 されてい る气 本 実験 におい て は, 白内 障術

後炎 症に おけ るサ イト カイ ンの関与 を明 ら かに するた

め, 家兎 を用 い, 水晶体 摘出 後 の前 房水中 のサ イト カ

イ ン, 特 にマ ク ロ ファ ージ な ど から 産 生 され る イン

タ ーロ イキ ン1 β(以下IL-1 β)に 焦点を あて, そ の定

量を 試 み, IOL 挿 入の有無 で比 較検討 を 行った.

II 実 験 方 法

1. 材料 と方 法

実 験 動 物 とし て 体 重3.0̃3.5  kg の 成 熟 白 色 家 兎

19 羽を用 いた. 0.5% ト ロピ カ ミド, 及 び5% 塩酸 フ ェ

ニレ フ リソに て散瞳 させ,0.4% キシ ラジン 入り塩酸 ケ

タ ミン50 mg/kg を 筋注し て麻 酔し た. 手 術用 顕微 鏡

下で イ ナ ミ社製A.I.D. Ⅲ を 用い て無 菌的 に通 常の 水

晶体 嚢外 摘出術 を両 眼に 施行し, 両 眼, ま たは片眼 に

後房10L を 挿入し た. 挿 入時 には ヒア ルロ ン酸 ナト リ

ウ ムを 使 用 し, 術 中 は フ ィブ リ ン 析 出 抑 制 の た め

1,000 単位 ヘ パ リン ナト リ ウムの点 眼 を 行っ た. 挿 入

10L は, 紫外 線吸収, レ ースカ ット 仕上げ 光学 部 ポリ

メチ ルフ タ クリレ ート(PMMA), 支持 部 ポリプ ロピ

レン 製の通 常 のレン ズを 使用し た. IOL 挿 入部位は 特

に意 識し なか った. 術直 後抗生 剤眼 軟膏 処置を 行い,

術後1 週間1 日3 回 抗生 剤点眼 を行 った. 前 房水採 取

は滅菌 済26 ゲ ージ ッベ ル クリン針 付 きl n!1 注 射器 を

用い て術 後3 日,7 日,1 ヵ月 後に 行っ た. ただし,

10L 非 挿 入眼 の 場 合 は7 囗と1 ヵ 月後 に 前房 水 を 採

取 した. 術後, 著 明な 角膜 混濁 や前 房出lf11等 の合 併症

が なく, 十 分量採 取可 能 であ った 例は16 羽24 眼(10L

挿 入14 眼, 非 挿人10 眼) であ っ た. また,2 次 房水

の影響を 考慮 して1 眼1[ 司のみ の採 取 とし, 採取 量は

0.2̃0.3  ml で あ った. 採 取 し た 前 房 水 は マ イ ク ロ

フ ュージ遠 心器 で5,000  rpm 10 分間 遠 沈 し て細 胞 成

分を 除 き, 上 清を-70 ℃で保 存し た.

2. IL-1 β の測定

測定 は 抗 ウ サギrIL-1 β ヤギ 抗 体を 用 い てenzyme

】inked immunosorbent assay (EL1SA) に て 測 定 し

た. そ の際 ウサ ギrIL-1 β を スタ ンダ ード として 検量

線 を描 いた. 抗ウ サギrIL-1 β ヤ ギ血清, ウサ ギrIL-1

β は共 に熊 本大学 第1 病理 学 教室 吉 永 秀, 後藤 交

正両 先 生の御好 意 によ って 供与 さ れた ものを 川い た.

供 与 さ れ た抗 血 清 よ りプ ロテ インG セフ ァ ロ ー スカ

ラムを 用いて,lgG を 精 製し た. またサ ンド イ・,チ 法の

た め の 二 次抗 体 とし て 精 製 し たlgG は 常 法 に従k犬 一

部ビ オチ ン化し た. 具体的 なELISA の 方 法は以 下 の

通 りであ る. 血清↑l渉 を避 ける 為, また サン プル量 に

限度 があ り, 術 後早 期 の もので は高 濃度で は フ ィブ リ

ン塊 を形 成す る為, サンプ ル希 釈は10 陷・とし, ‥一次,

二次 抗体 の濃度 も予 備 実験 より 決定 した.

1) 一 次抗 体固 相 化: 精 製 し た抗rIL-1 β lgG 10

μg/ml を 各ウ ェルに50 μ1 分注し宰 温に て約5 時 間 静

置.

2) ブ ロッ キン グ: ブロ ヽ,クA 母(人日本製 薬 社製)

を 各ウ ェルに50 μ1分 注し, 室温 にて3̃5 時間 静 置.

3) サ ンプル を50 μ】ずつ 分注 し, 室 温で一 晩 静置.

0 ビ オチ ン化2 次抗 体50 μ¦を 分 注し, 室温 にて3

時間 静置.

5) avidin-biotin complex (ABC) 法に 従いo- フ ェ

ニレ ン ジア ミンに て発 色さ せ, 約20 分後 に490 nm の

吸光 度を 測定. (VectastainR ABC キット, Vector

Laboratories 社製 使 用)

上.記 の方 法で ウサ ギrIL-1 β を ス タ ン ダ ード とし て

検量 線を引 き, こ れ より抗 原量を 測定 した.
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3. 前房水中総蛋白濃度の測定

採取した 一部の前房水中蛋自濃度をウシつ/-グロプ

リンを スタンダードとしてBradford 法にて測定し

た.

4. IOL 表面走査電顕像

挿入後3[],7 「¦,1 ヵ月の10L を各2 枚ずつ前房

水採取後摘出し,2.5% グルタールアルデハイドにて固

定してオスミウム後固定の後, エタノール系列で脱水

した. 臨界点乾燥の後, 金パラジウム蒸着を行い, 日

立S-800 型走査電顕にて観察した.

5. IOL 付着細胞の酵素抗体法による染色

挿入後3 日,7 囗,1 ヵ月の10L 各2 枚を10% ホル

マリン・45% アセトン溶液で20̃30 秒固定後水洗し,

自然乾燥させ, 一次抗体として抗rIL-1β抗体を10

μg/ml 滴下. がC で一晩静置させ, Vectastain ABC

キットを用いて型の如くdiaminobenzidine  (DAB) 発

色させ,y イヤーのヘマトキシリソ液にて核染した.

Ill 結  果

1. 前房内IL-1 β抗原量

ウサギrIL。1βを用いて得られた検量線の1 例を図

1に示した. この様な検量線に基づいて測定した】L-1

βの測定結果を表1 に示した. 正常前房水5 眼測定の

うち,3 眼は測定下限以下であり, 測定可能であった

2 眼は,それぞれ1.04 ng/m],0.908 ng/ml であった.

10L 挿入眼では,3 日後,7 日後で高値を呈し, それ

ぞれ平均10.79 ±4.67 ng/ml (mean 土SD), 10.12 ±

3.96 ng/mKmean 士SD) であった.1 ヵ月後では値の

ばらつきが大きく, 測定下限以下のものもあり, また

26.52 ng/ml と高値を呈するものもあった. ただし傾
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図1 検量線の1 例.スタンダードとして10,  30, 100,

300. 1,000 pg/wel 】の ウサギrIL-1 βを 用い ると図

のような直線関係が得られる.

向としては7 日後に比し低下していた. IOL 非挿入眼

では7 日後の値は3-94 ±0.86 ng/ml (mean 土SD) で

あり,1 ヵ月後では5 眼のうち3 眼は測定下限以下,

測定できた2 眼はそれぞれ1.35 ng/ml, 2.62 ng/ml

であり,明らかに7 日から1 ヵ月で低下を示した. IOL

挿入の有無で7 日後の値をStudent's t検定を用いて

比較すると7 日後では有意に(p く0.01) IOL 挿入眼で

その値が高かった. 測定下限量はプレー]・毎に測定し

た標準物質からの検量線に左右されるが, 0.6̃2.0

ng/ml であり, 多くは2.0  ng/ml が測定不能とされ

た.

2. 前房水中総蛋白濃度

正常前房水3 眼, 術後1 週間後では10L 挿入眼4

表1 1 拑房内Iレ1 β㈲ 京量

冂勺白値 ナS.D. i  7 囗  冂月白値 土S.D.)

91

(陷

87

33

j0.79 ≒1.67

9

16

5

囗

-

「

66

79

0  5

,↓8

62

311

1.82

<1.50

.・1.50

2

70

】O』2±3.96

3.94 ±0.86

1 ヵ 月

]3.89

26.52

2.8n

煕定下限 以下

測定下限以 下

1.35

2.62

測定下限以 ド

瀞」定下間 下

測定 卜'限以下

単.位:ng ブml



70

正常前 房水

(n=3)

表2 前房水巾総蛋∩濃度

術後7 囗     術後レカ冂

非挿入限
(n  = 4 j

挿 人 限

(n=4)

非循 へ眼  插 人帳
n=3

0.483 ±0.166 8.58 ±6.9t1 29.7 士H.7 2.10 ±0.309

ぐn=j 匚

8.3(匚囗. 川

nlean:A  S.I). mg  ml

眼, 非 挿 入眼4 眼 ずつ8 亂 術 後1 ヵ 月で は10L 挿 入

3 眼, 非 挿入3 眼 の6 眼, 計17 眼 の前房 水中 総蛋 自濃

度を 計測し た 結果を 表2 に示 す. 正 常前 房水3 眼 の平

均 は0.483 mg/ml, 術 後7 日 で は10L 挿 入 眼 平 均

29.7 mg/ml, 非 挿入8.58 mg/ml,  1 ヵ月で は10L 挿

入8.30 mg/ml, 非挿 入2.10 mg/ml であ った. こ れを

Student's t に て検 定 すも と10L 挿 入の 有無 で は7 卜]

後,1 ヵ 月 後 と も有 意 に10L 挿 入眼 で 高 値 で あ った

(7 日後p く0.05, 1 ヵ月後p く0.001).  7 日後 と1 ヵ

月後で 比較 す ると, IOL 挿 入眼で はp<0.05 で 有 意に

1 ヵ 月後 の値 が低下し てい る が, 非 挿入 眼で は有意 差

は認 めら れな かった. また,7 日後 の もので は10L 挿

入の有 無に か かわらず ば らつ きが高 かっ た. IL-1 β を

測定で きた も のについ て, 前房 水中 総蛋 白濃度 との 相

関を検 討し たが, 有意 な相 関は えら れな かった. た だ
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図2 前 房 内I し1 β と 総 蛋 ∩ 濃 度.

し,IL-1 β 量の 増加 にと も ない 前房蛋 白 も増加 す る傾

向は 八ら れた( 図2).

3.10L 表面走 査電 顕像

10L 表面に は6̃10 μm 前後 の 小円 形 細 胞, 長 径 約

20 μm の紡錘形 紆I胞, 巨 細胞 が認 めら れ た. 巨 細胞 は

3 日後で は比較的 小型 の ものを ご くわず か に認 めた に

す ぎない が,7 日後,1 ヵ月後 では そ の比 率と 大 きさ

を増 して卜 る. 小 円形 細 胞は 底面 を10L 面上 に 広げ,

しだ いに平 坦化 し, ‥一方 ヒ モ状の突 起を 仲ぼ し て近 傍

の細 胞同志 が融 合して 巨 細胞 化して い く像 が観 察さ れ

図3 術後7 日の眼内レンズ表面走査電顕像( ×200). 小円形細胞と紡錘形細胞を認

める.2 つの細胞が融合したような像(小矢印), 及び胞体が極性をもって長くひき

のばされたような像( 大矢印) が観察される.
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図4 術 後1 ヵ 月 の 眼内 レン ズ表 面 走 査電 顕 像( ×200). 一 部 胞 体 の崩 れた 巨細 胞 と

小円 形 細 胞を 認 め る. 小円 形 細胞 の 一 部 は底 面 を 眼内 レ ン ズ上 に ひ ろげ, ヒ モ状 の

突 起 で 近 傍の 細 胞 同 志 が連 絡 し てい る 像 も認 め ら れ る( 図 左側, 及 び 左上, 小矢 印).
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図5 抗IL-1 β 抗体を 用いた眼内 レンズ付着細胞酵

素抗体法による染色.( ×100 術後1 ヵ月. ヘマトキ

シリンによる核染色). 巨細胞 も含め, 胞体内にIL-

1β 抗原陽性の所見が得られる( 矢印).

た(図3, 図4). 巨細胞は100 μm から大きなもので

は300 μm 径のものまであり,1 ヵ月後のものでは光

学部辺縁やpositioning holeの部で目たった. 胞体は

扁平化し, 一部は引きちぎれたような像も見られた.

4. IOL 付着細胞の抗rIL-1 β抗体を用いた酵素抗

体法による染色
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小 円形 細 胞, 紡錘形 細 胞, 巨細胞 とも緇胞 内 に陽性

所見を 認め, こ れは 挿入3 日後 か ら1 ヵ月後 の もの全

てに 認め られた( 図5). なお, 対照 とし て一 次抗 体に

正 常 ヤギ血 清を 用い た ものは, 染 色さ れな かった.

IV 考  按

今回 の実 験 より, 水晶 体摘 出に よる 炎症 眼の前 房水

にはIL-1 β が存 在して い る事 が明ら か となっ た. 眼内

炎症 にサ イト カイ ンが関与 し てい る事 は推 測さ れてい

たが6), 前房 水中 よ りIL-1 βを 直 接証 明し た のは 本実

験が はじ めてで あ る. 従来 よりIL-1 の 測定 は主 に生物

活性 によ る測定 法 が行わ れて きた. 特にIL-1 の胸腺T

細胞 に対 す る増 殖 増 強作 用を 指 標 とし たlymphocyte

activating factor (LAF) 活性 によ る測定 が一般 的で

あ っ た7). し か し この 方法 は 混在 す る他 の サ イト カ イ

ンや 活性阻 害因 子 に より影 響を うけや す<, またIし1

α とβ の区 別が 付げ 難く, 一 般応 用の ため には アイ ソ

ト ープを 使用 する必 要 があ る等 の欠点 が指 摘さ れてい

る. これ らの 欠点を 補 う方 法とし て 今回の 実験で 行 っ

た よ う にIL-1 に対 す る抗 体 を 用い たELISA に よ る

測定 法が 普及 して お り, 眼科 領域 で も市販 のIし1 測定

キ ットを 用い た報 告が みら れる气 実 際, 前 房水 等の 他
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の サ イト カインや, chemical mediator の 存在 が疑 わ

れ る場 合には,ELISA に よる測定 が適 して い ると思 わ

れ る. 本 実験で は, 前房 水中 のIL-1 β の生 物活 性は 明

ら かで はない が,I し1 β もし く は少 なく ともそ の前 駆

体 が水晶 体摘 出後 の前房 水中 に は存在 して いる 事が示

さ れた. そ して 術後1 週間 では10L 挿 入眼 では非 挿 入

眼 に比 べ 有意 に 高値 を 示 し て い る こ とか ら10L に よ

る 急 性炎 症 にIし1 β が 関与 し て い る こ とが 示 唆 さ れ

た. このこ とは10L の存 在 に対 する生 態の反 応 の1 つ

と考 え られ, IL-1 β を 介し, 種 々の炎 症が 惹起 され る

可能 性が 考え ら れる. 術 後1 週間 とい う時 期は 臨床的

には フ ィブ リン反応 が 出現 する時 期で あ り, IL-1 の多

様 な生物 活性 の1 つ に マ クロフ ァ ージや滑 膜細胞 か ら

の プ ロス タ グラ ンジ ンE2 産 生 促 進 と い う機 能 が あ る

事を 考え 合わ せ ると, フ ィブ リン反 応 にIL-1 の関 与 も

考 えら れる. また, 最近, 白内障 術後 患者 の前 眼部 の

温度 を赤 外線放 射 温度 計で測 定し た報 告が あ り, こ れ

に よる と術後7 日まで1% の危険 率で, 術後30 日で も

5% の危 険率 で有 意の温 度上 昇 がみ られ るとの 事であ

る が, IL-1 の炎 症mediator, 特 に発熱 因子 とし ての存

在を 考え ると, 極 めて 興 味 深 い 結果 で あ る と 思 わ れ

た9). さらに, レ ーザ ーフレ ア・セル メ ータ ーに よる測

定で, 家兎 眼では10L 挿 入術 後7 日 目の前 房蛋 白濃度

は高 い と報告 さ れて い るlo). 本 実験 に おい て はBrad-

ford 法 にて 測定し た 前房 水中総 蛋 白濃度 を調 べ, IL-1

β 抗原 量 との相関 を調 べた が, 実験 例が 少 なか った せ

いか 有意 な相関 は得 ら れな かった.

前 房蛋 白濃 度の 測定で は, IOL 挿 入 眼で 術後7 日,

1 ヵ 月後 とも非 挿 入眼 に比 べ有意 に高 値であ り,1 ヵ

月後 の値 は7 日後 に比べ 有 意に低下 し, 非 挿入 眼と は

異な った蛋 白動 態 がみ られ た. また10L 挿 入の 有無 に

かか わら ず, 術 後7 囗で はば らつ きの 大 きい値を 示し

てお り, 個 々の手術 侵襲 の大 き さ, 反 応性を 反映 して

い ると も考え られ る. し かし,1 ヵ 月 後で はそ のば ら

つ きは著 明に減 少し てお り, 術後1 ヵ 月で は手術 侵襲

の差 は減 少して い ると考 え られた. 一 方, 前 房水中IL-

1β 測定 では10L 挿 入眼 は非 挿入 眼に 比べ, ば らつ き

が大 きく, こ れは,1 ヵ 月後 では さら に著 明な もの と

なっ て く る. こ の 事 は手 術 侵 襲以 外に10L に対 す る

個 々の反応 性 の相違 を示し て い ると考 えら れ, 特 に1

ヵ月 後で個 体 によっ ては非 常 に高値 を示 す もの があ っ

た事 は臨床 的 に見ら れる 遷延 性虹彩 炎 との因 果関 係で

興味 深い.

IL-1 は 分 子 量17,000̃18,000 のpolypeptide で ア
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ミノ酸 配 列の 異 なるIL-1 α とIL-1 β の 存在 が知 ら れ

てい る. IL-1 α は 等電 点5.0 と酸性域 に あ り, IL-1 β

は7.0 とアル カ リ域にあ り, 両者 の ア ミノ酸 レベ ルの

相同 性は27% にす ぎな いが, そ の生物 活性 の 差は認 め

られ ず, レセプ タ ーも同一一と考 えら れてい る. 両者 の

役割 の相違 につ い ては 不明 な点 が多い が, 種 差や緇 胞

差に も よるが, IL-1 α は β に比 べ低比 率で 産 生され,

細胞 に留 まる傾 向 があ り, 一方IL-1 β は細 胞 外に主 に

放出 され る. また培 養 末梢 血単 球を 用いた 研 究では,

培養 初期で はIL-1 β が優 位に 産生 さ れるが, し だに そ

の産 生は低 下し, 後 期で は α の産 生 が増化 す る とい う

報告 もあ る1').炎 症 の場 にお いて は, 生物 活性 の動態,

及 び α と β の 量 比 はmRNA の 発 現 に 依存 す るが,

ピ ークの 時点で は β が α の6 倍 多 く 発 現し て い る と

の報 告があ る12).

IL-1 の 生物 活 性 は 多 様 であ り, 全 身 的 に は 発 熱 作

用, 急 性期反 応蛋 白質 の誘導 が知 られ, 局 所で は, 炎

症細胞 の走 化性, 及 び, そ の活性 化, 局所で のプ ロス

タ グラソ ジソ産生, また 局所 の細 胞破 壊等 が知 られて

いる. 特に慢 性関 節 リウマチ 患者 関節 液中 にはIL-1 の

存在 が示 され, これ に より滑 膜細 胞や 軟骨 細胞 が刺 激

され, プ ロスタ グ ラン ジンや コ ラ ゲナ ーゼ 産生 が促進

され, 慢性 関節炎 に 深 く関 わって い ると考 え られてい

るl气 本実験 によ り水 晶体 摘 出後, 特に10L 挿 入後 の

眼内 炎 症に もIL-1 β が 関与 し て い る こ と が示 唆 さ れ

た. IL-1 の 産生は 種 々 の刺 激に よ り様 々な 細胞 でな さ

れる が, 前房 内 への放 出 細胞 とし ては, ① 術後 炎症 に

よる前 房内 浸潤細 胞, ② 角膜 内皮 細胞, ③ 虹彩毛 様 体

上 皮, ④ 水晶 体上皮, ⑤10L 付着細 胞 等が 考え られ る.

前房内 浸潤細 胞 につ いて は術 後早 期に は重 要で ある と

思わ れるが 術後1 週以 降 では そ の役割 はむ しろ 低く な

る.と考 えら れる. し かし,上 野 ら14)の報告 に よる と10L

挿 入1 週後で は 前房 内 マ クロフ ァ ージ, 好 中球 は非挿

入眼 に比べ増 加し て お り, マ クロフ ァ ージ につ いては

3 日後 よ り1 週 間 後 で 増 加 す る と報 告 さ れ て い る.

従 って こ れ ら の細 胞 が 前 房 内IL-1 β の増 量 と関 係し

て い る可能 性が 考 えら れる. 従来 よ り10L 付着 細胞は

マク ロフ ァ ージ とい わ れ, IL-1 産 生起 源 として は第一

に考え られ る. 今回 の実験 で も, 走 査電 顕上, 従来 の

報 告 同 様10L 表面 には マ ク ロフ ァ ージ と思 わ れ る多

数の突 起を 持っ た小 円形 細胞, 紡 錘形 細胞, 巨 細胞 の

3 種の 細胞 の付 着 がみ られ, 小円 形細 胞が ヒ モ状 に突

起を伸 ばし 融合 さ れて巨 細胞 化し てい く過 程が 見ら れ

た. また表 面付 着細 胞 の酵素 抗体 法に よる 染 色で,3
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種の 付着 細胞 の胞 体内 にIL-1 β が 染 色され, これ は,

1 ヵ 月後 の巨細 胞で も染 色 され た. こ の事 より10L 付

着細 胞が 前 房 内IL-1 β に影 響 を 与 え て い る こ とが 示

唆 され, マ クロフ ァ ージの異 物に 対す る反 応の 一つ と

考えら れた. さ らに, IOL に 付着 す るこ とに よって 活

性 化を受 け たマ クロ フ ァ ージ が産 生す るIL-1 が, 時 に

慢性 炎 症の引 き金 と なる 可能性 が 考え られ る. 活性化

を阻 止す るた め に は マ クロ フ ァージ と10L と の接 着

を 人工 的 に 阻 止 す る か, また はIOL 表 面 を 化学 修 飾

し, マ クロ フ ァージ との接 着の 少 ない ものに す る必要

も考 え られ る. 本実験 は, 再度 材質 の改 良の モ ニタ ー

とし て のIL-1 の意義 のみ な ら ず眼 内 に お い て マ ク ロ

フ ァ ージ 活性化 機 序 と炎症 との関 連を 明 らか にす るた

めに も有 用であ る と考 えら れた.

金井 淳教授, 奥村 康教授のご指導とご校閲に深謝致

し ます. 貴重な抗血清等を提供して頂いた熊 本大学第1 病

理吉永 秀, 後藤 文正両先生に深謝敖し ます. また, 終始

ご助言とご協力を頂いた共同細 菌室の皆様及び眼科学 研究

室の皆 様に感 謝致し ます. IOL を提供し て頂 いた( 株)

SEED に感謝致し ます.
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